
ぷ.403

月

回
付
】

回
目
ハ
ー

４年

言脛

-

総
合
産
業
祭

1
1
月
３
日
、
町
総
合
運
動

場
で
開
か
れ
１
万
人
以
上

の
人
出
で
賑
い
ま
し
た
。

大礼ご

訃
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1
1
名
の
功
績
を
た
た
え
る

　
自
治
功
労
者
表
形
式
が
１
１
月
２
日

役
場
正
斤
で
受
賞
者
並
び
に
来
賓
多

数
の
出
席
の
も
と
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
自
治
功
労
の
表
彰
は
、
永
年
に
わ

た
り
本
町
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
を

は
じ
め
、
他
の
模
範
と
な
る
行
為
を

さ
れ
た
方
な
ど
、
行
政
、
産
業
、
教

育
、
そ
の
他
各
方
面
に
お
い
て
功
績

を
残
さ
れ
た
方
々
に
対
し
て
、
そ
の

功
績
を
た
た
え
る
と
と
も
に
広
く
町

民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
今
年
は
、
特
別
功
労
賞
１
名
、
功

労
賞
９
名
、
そ
し
て
徳
行
賞
１
名
の

計
１
１
１
１
名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
、
清
水

町
長
か
ら
表
彰
我
と
記
章
及
び
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
（
写
真
右
か
ら
）

清
水
町
長
を
囲
み
受
賞
者
の
み
な
さ
ん

｀Wﾀﾞ

入
江

太
田

日
永

渡
漫

伊
藤

正
治

芳
明

正
巳

英
雄

ド

田
村
　
正
規

鈴
木
　
利
一

清
水
町
長

田
漫
　
　
武

國
生
　
俊
道

行
木
元
四
郎

表
形
式
の
よ
う
す（

敬
称
略
）

　
特
別
功
労
賞

　
　
田
遵
　
　
武

　
　
　
通
町
1
8
番
４
８
号

　
功
　
労
　
賞

○
２
０
年
以
上
条
例
ま
た
は
規
則
で
設

　
置
し
た
非
常
勤
特
別
職
に
あ
っ
て

　
功
績
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
者

　
　
國
生
　
俊
道

　
　
　
　
本
丸
一
丁
目
１
番
３
０
号

　
　
鈴
木
　
利
一

　
　
　
　
中
央
町
1
2
番
１
号

W

　
　
田
村
　
正
規

　
　
　
　
本
丸
谷
－
・
‘
目
１
５
番
3
1
号

○
通
算
に
よ
り
、
消
防
団
団
員
・
国

　
民
年
金
協
力
委
員
心
臓
に
あ
っ
た

　
者

　
　
鈴
木
元
四
郎

　
　
　
　
安
塚
１
（
む
″
り
心
乙
番
地

○
2
0
年
以
上
町
職
員
と
し
て
勤
務
し
、

　
成
績
優
れ
功
労
が
あ
っ
た
と
認
め

　
ら
れ
る
年
齢
5
0
歳
以
上
の
者

　
　
伊
藤
　
仁
一

　
　
　
　
本
丸
ニ
ー
目
８
番
１
６
号

　
　
入
江
　
正
治

　
　
　
　
上
稲
葉
１
２
０
（
り
番
地
６

　
　
太
田
　
芳
明

　
　
　
　
あ
け
ぼ
の
町
３
番
９
号

　
　
日
永
　
正
巳

　
　
　
　
表
町
１
番
１
７
号

　
　
渡
漫
　
英
雄

　
　
　
　
至
宝
一
丁
目
４
番
２
３
号

　
　
徳
　
行
　
賞

○
町
に
１
件
１
０
０
万
円
以
上
の
金
品

　
を
寄
付
し
た
者
。
た
だ
し
受
益
者

　
の
当
該
受
益
に
関
す
る
寄
付
を
除

　
く

　
　
山
崎
　
哲
二

　
　
　
　
東
京
都
目
黒
区
碑
文
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
二
丁
目
1
4
番
1
3
号
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平
成
４
年
度
秋
の
叙
勲
受
収
者
が

Ｈ
月
３
日
、
政
府
か
ら
発
表
さ
れ
、

本
町
か
ら
は
楠
本
　
恒
氏
（
ヒ
ッ
石

本
郷
）
が
教
育
で
勲
五
等
双
光
旭
日

章
を
、
荒
川
重
利
氏
呈
稲
葉
ド
町
）

が
統
計
調
査
で
勲
六
等
瑞
宝
章
を
そ

れ
ぞ
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

植
木
　
恒
氏
（
7
1
歳
）

　
七
ツ
石
７
９
０
番
地

　
枯
木
氏
は
、
栃
杢
県
立
青
年
学
校

教
員
養
成
所
を
昭
和
1
6
年
卒
業
後
、

下
都
賀
郡
三
鴨
村
立
青
年
学
校
教
諭

と
な
ら
れ
、
昭
和
１
７
年
か
ら
３
年
間

の
軍
隊
生
活
を
は
さ
み
、
昭
和
5
4
年

に
退
職
さ
れ
る
ま
で
の
３
４
年
間
、
教

職
に
情
熱
を
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
開
、
昭
和
３
４
年
に
羽
生
田
小

教
頭
、
昭
和
４
５
年
か
ら
石
橋
町
立
網

谷
小
学
校
校
長
、
稲
葉
中
学
校
校
長
、

壬
生
中
学
校
校
長
を
歴
任
。
誠
実
な

人
柄
と
人
間
性
あ
ふ
れ
る
教
育
方
針

は
、
多
く
の
生
徒
や
教
育
関
係
者
に

慕
わ
れ
ま
し
た
。

　
退
職
後
は
、
栃
木
県
青
少
年
指
導

員
と
し
て
下
都
賀
教
育
事
務
所
に
１

年
間
勤
務
さ
れ
た
ほ
か
、
壬
生
町
史

編
さ
ん
委
員
会
委
員
、
同
調
査
員
及

び
同
専
門
調
査
員
、
壬
生
町
民
生
委

員
推
薦
委
員
、
壬
生
町
文
化
財
保
護

昌
闘
回
目
�

荒
川
重
利
氏
（
8
1
歳
）

　
上
稲
葉
１
７
９
０
番
地

　
荒
川
氏
は
、
昭
和
3
2
年
に
地
元
の

小
藪
土
地
改
良
区
事
務
に
所
就
き
、
合

併
後
、
壬
生
町
土
地
改
良
区
連
絡
協

議
会
に
勤
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
間
、
昭
和
3
2
年
か
ら
平
成
３

年
ま
で
事
業
所
統
計
調
査
員
石
回

工
業
統
計
調
査
（
３
０
回
）
、
商
業
統
計

調
査
（
1
5
回
、
国
勢
調
査
（
７
回
こ

審
議
委
員
と
し
て
活
躍
。
昭
和
５
９
年

に
は
、
千
生
町
教
育
委
員
全
教
育
長

に
就
任
。
１
期
４
年
に
わ
た
り
本
町

教
育
の
充
実
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
じ
ツ
石
本
郷
の
自
治
全

長
を
２
年
つ
と
め
、
現
在
、
壬
生
町

文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
長
、
壬
生

町
生
涯
学
習
推
進
準
備
委
員
会
委
員

長
、
壬
生
町
民
生
委
員
推
薦
委
員
と

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

携
わ
る
な
ど
、
３
４
年
の
長
き
に
わ
た

り
統
計
調
査
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。
氏
の
温
厚
で
誠
実
な
人
柄
に

加
え
て
統
計
の
社
会
に
果
た
す
役
割

を
理
解
さ
れ
、
調
査
に
際
し
て
親
切

丁
寧
な
応
対
に
よ
り
、
統
計
の
意
義

を
周
知
さ
せ
た
こ
と
も
大
き
な
功
鎮

守
つ
で
す
。
昭
和
５
９
年
の
エ
業
統

計
調
査
で
、
通
商
産
業
大
臣
表
彰
を

受
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
５
５
年
か
ら
６
年
間
上

稲
葉
下
町
松
参
会
会
長
、
昭
和
6
1
年

か
ら
１
年
間
同
ド
町
自
治
会
長
を
つ

と
め
ら
れ
た
ほ
か
、
昭
和
５
５
年
よ
り

壬
生
町
社
会
福
祉
協
議
金
環
事
、
昭

和
５
８
年
よ
り
壬
生
町
遺
族
会
合
長
、

そ
し
て
昭
和
６
２
年
よ
り
壬
生
町
統
計

推
進
協
議
会
会
長
と
し
て
活
躍
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
秋
の
防
犯
運
動
（
1
0
月
Ｈ
日
～
２
０

日
）
を
控
え
て
、
暴
力
や
犯
罪
の
な

い
県
土
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
こ
う

と
第
1
7
回
防
犯
県
民
の
つ
ど
い
が
、

栃
木
県
警
察
本
部
及
び
仙
栃
木
県
防

犯
協
全
土
催
で
1
0
月
２
日
、
栃
木
県

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
聞
か
れ
ま
し

た
。
そ
の
席
上
、
本
町
か
ら
は
次
の

団
体
及
び
個
人
の
方
々
が
功
労
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

お
も
ち
ゃ
の
ま
ち
防
犯
組
合

　
　
　
　
　
（
神
山
好
平
組
合
長
）

　
（
表
彰
理
由
）
昭
和
５
１
年
か
ら
防
犯

組
合
を
組
織
し
、
１
６
年
間
に
わ
た
り

活
動
。
特
に
、
春
、
秋
、
年
末
年
始
の

防
犯
運
動
に
際
し
て
、
防
犯
の
事
前

　
（
事
故
）
防
‐
Ｌ
に
尽
力
さ
れ
た
。

落
合
自
治
会

　
　
　
　
（
斉
藤
　
晃
自
治
会
長
）

　
（
表
彰
理
由
）
地
域
防
犯
活
動
を
積

極
的
に
推
進
し
、
安
全
な
住
み
良
い

生
活
環
境
づ
く
り
に
多
大
な
功
績
を

あ
げ
ら
れ
た
。

　
栃
木
　
勝
（
藤
井
前
宿
坪
）

　
塚
本
　
一
美
（
ト
　
通
　
町
）

　
松
島
　
勝
美
（
緑
町
一
丁
目
）

　
上
野
　
武
敏
（
幸
町
二
丁
目
）

　
荒
川
　
誠
一
　
至
福
築
上
町
）

　
（
表
彰
理
由
）
長
年
防
犯
連
絡
所
と

し
て
地
域
住
民
と
警
察
の
パ
イ
プ
役

と
な
り
、
地
域
の
防
犯
に
寄
与
さ
れ

た
。
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第
７
回
町
健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
が

１
０
月
２
５
日
、
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

言
行
わ
れ
、
約
３
、
５
０
０
人
の
親

子
連
れ
や
お
年
寄
り
が
会
場
を
訪
れ

て
健
康
と
福
祉
の
多
彩
な
催
し
を
満

喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
屋
内
で
は
、
健
診
や
健
康
・
福
祉

相
談
、
各
種
展
示
・
紹
介
コ
ー
ナ
ー

を
は
じ
め
、
運
動
チ
ェ
ッ
ク
、
ア
ル

コ
ー
ル
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
、
赤
ち
や
ん

の
び
の
び
発
育
Ｊ
Ｉ
ナ
ー
や
生
き
が

い
講
座
作
品
展
示
、
紙
芝
居
、
指
人

形
な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

屋
外
で
は
、
献
血
、
模
擬
店
・
販
売

コ
ー
ナ
ー
、
刃
物
と
ぎ
な
ど
が
設
け

ら
れ
た
ほ
か
、
盲
導
犬
や
車
イ
ス
、

果
づ
く
り
お
も
ち
や
の
体
験
コ
ー
ナ

ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
屋
外
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
保

健
関
係
者
の
自
作
自
演
の
寸
劇
「
き

ん
さ
ん
骨
々
病
院
へ
い
く
」
や
手
話

劇
、
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
、
ウ
ル
ト
ラ

福
祉
ク
イ
ズ
、
そ
し
て
特
技
エ
ク
シ

ー
ド
ラ
フ
ト
シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
、
と

W゛

て
も
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
健
康
ウ

ォ
ー
ク
に
は
約
４
０
０
人
が
参
加
し

各
自
の
体
力
に
合
わ
せ
て
４
�
と
６

』
の
コ
ー
ス
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　
第
３
回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

が
総
合
運
動
場
で
同
時
開
催
さ
れ
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
や
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
各
種
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
に
た
く
さ
ん
の
方
が

参
加
し
、
１
日
楽
し
く
過
ご
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

特設ステージのエクシードラフトショーは､多くの親子で賑わいました

保
健
・
福
祉
事
業

　
　
　
　
功
労
者
を
表
彰

　
町
の
保
健
と
福
祉
向
上
の
た
め
尽

力
さ
れ
、
そ
の
功
績
が
顕
著
な
個
人

　
（
１
５
名
）
及
び
団
体
（
１
団
体
）
を

健
康
ふ
く
し
ま
つ
り
会
場
で
表
彰
し
、

賞
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
状
贈
呈

　
昌
男
剛
胆
四
回

　
【
嘱
託
医
師
】
菱
田
‐
‐
吉
（
幸
町
ご

松
本
幸
三
（
栄
町
）
　
上
野
忠
之
（
城

内
）
　
【
保
健
委
員
】
石
山
博
（
幸
町

二
　
【
母
子
保
健
推
進
員
】
織
田
フ

ク
（
上
田
）
亀
田
愛
子
（
北
小
林
）

【
栄
養
士
】
福
田
静
江
（
上
長
田
）

□
Ｈ
Ｕ

廠
團
談
際
藤
回
（
６
年
生
）

■
最
優
秀
賞
　
睦
小
　
臼
井
　
裕
毅

　
『
健
康
は
　
み
ん
な
が
っ
く
れ
る

　
大
き
な
宝
』

■
優
秀
賞
　
睦
　
小
　
三
浦
　
　
健

　
『
こ
つ
こ
つ
と
　
毎
日
や
ろ
う
よ

　
健
康
づ
く
り
』

　
　
　
　
　
稲
葉
小
　
鰹
沼
　
成
暢

　
　
　
　
　
｝

至
宝
町
献
血
会
（
代
表
石
村
孝
子
）

　
　
血
闇
闇
闇
懸

橋
本
タ
イ
（
母
子
寡
婦
福
祉
会
、
至
宝

町
南
）
荻
原
久
子
（
壬
生
町
婦
人
会

会
長
、
城
南
）
　
　
高
橋
田
鶴
（
壬
生
町

婦
人
令
制
会
長
、
城
東
町
）
　
秋
山

セ
ン
　
（
壬
生
町
婦
入
会
、
城
南
）
　
内

堀
雪
子
宝
生
町
婦
人
会
、
東
下
台
）

安
原
昌
（
虹
の
今
六
美
町
南
ご

　
感
謝
状
贈
呈

宇
野
モ
ト
（
し
も
っ
け
荘
、
安
塚
中
央
）

朝
日
テ
ル
子
（
　
　
″

μ

一

『
大
き
い
手
　
小
さ
い
手
　
み
ん
な

　
い
っ
し
ょ
に
　
健
康
づ
く
り
』

■
佳
　
作
　
青
木
祐
二
（
羽
小
）
、
築

島
万
美
（
安
小
）
、
野
口
大
輔
（
安
小
）

市
井
良
介
（
睦
小
）
　
平
野
有
希
（
睦

小
）
、
高
山
奈
津
美
（
睦
小
）
、
斎
藤
大

輔
（
北
小
）
、
本
間
芙
美
枝
（
束
小
）
、

今
村
理
依
（
束
小
）
、
鈴
木
美
波
（
東

小
）
、
板
子
美
香
（
稲
小
）
、
後
藤
光
子

（
壬
小
）
、
榎
本
論
子
芋
小
）
、
山
川

賢
二
壬
小
）
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↑健康ウォーク4･6kmコースに心地よい汗を遜しました

一

↓各種レクリエーションに楽しい１日を過しました

屋内の多彩な催しに多くの万万訪れ盛況でした

歯
�
廳
吉
野
（
１
年
生
）

■
最
優
秀
賞
（
該
当
な
し
）

■
優
秀
賞
　
千
生
中
　
梁
島
　
義
寛

　
『
健
康
は
　
心
の
憲
法
第
一
条
』

■
佳
　
作
〈
南
天
中
〉
黒
子
幸
子
、

野
津
さ
ゆ
り
、
篠
原
和
代
、
梅
山
佐

知
子
、
斉
藤
美
琴
、
秋
中
祐
美
、
桑

原
華
子
　
〈
壬
生
中
〉
北
見
沙
織
、

並
木
沙
智
、
其
田
吉
弘
、
赤
木
遣
央

近
藤
旱
作
田
、
高
山
千
晶

回
顧
團
顧
Ｕ

■
最
優
秀
賞
（
該
当
な
し
）

■
優
秀
賞
（
県
営
壬
）
北
川
　
敬
治

『
検
診
は
　
長
寿
の
た
め
の
一
里
塚
』

■
佳
　
作
　
矢
内
幸
子
（
安
塚
言
、

佐
藤
良
夫
（
至
宝
町
南
）
、
奥
村
ト
シ

（
上
通
町
）
、
杉
浦
金
吉
（
宇
都
宮
里

内
田
利
江
（
栃
木
市
）

ｎ
回
目
ｕ

畠
贈
賄
際
難
四
（
６
年
生
）

■
最
優
秀
賞
藤
井
小
　
山
川
　
清
二

　
竃
来
の
福
祉
は
　
ぼ
く
た
ち

　
わ
た
し
た
ち
の
心
が
け
』

■
優
秀
賞
　
安
塚
小
　
瀬
尾
　
　
卓

『
助
け
合
い
　
笑
顔
で
暮
ら
す

　
大
き
な
福
祉
』

　
　
　
　
壬
生
北
小
　
粂
川
　
　
哲

広
め
よ
う
　
ふ
れ
あ
う
心
と

　
や
さ
し
い
目
』

■
佳
　
作
　
落
合
靖
彦
（
羽
小
）
、
刀

川
未
央
（
北
小
）
、
岩
井
隆
史
（
藤
小
）

岩
原
　
毅
（
東
小
）
、
若
林
由
香
（
束

小
）
、
阿
久
津
哲
也
（
東
小
）
、
浮
田
真

紀
（
睦
小
）
、
吉
川
有
紀
（
睦
小
）
、
栄

松
輝
久
（
睦
小
）
、
高
野
智
史
（
壬
小
）

山
中
賢
治
（
壬
小
）
、
敗
葉
奈
浮
玉
壬

小
）
、
甫
坂
真
由
美
至
小
）
、
白
川
光

従
（
壬
小
）

畠
限
團
順
順
順
顎
（
１
年
生
）

■
最
優
秀
賞
壬
生
中
間
口
智
恵
子

　
『
さ
し
だ
し
て
　
あ
げ
て
下
さ
い

　
あ
な
た
の
手
』

■
優
秀
賞
　
壬
生
中
　
佐
藤
　
隆
道

　
『
助
け
あ
お
う
　
進
ん
で
や
ろ
う

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』

　
　
　
　
南
犬
飼
中
　
犬
多
和
　
瞳

　
『
心
か
ら
愛
の
Ｔ
否
や
さ
し
い
瞳
』

■
佳
　
作
〈
壬
生
中
〉
川
俣
知
代
、

谷
原
庸
子
、
田
村
佳
子
、
横
倉
由
佳

清
水
淳
子
、
佐
藤
　
良
、
〈
南
犬
飼

中
〉
寺
内
夏
子
、
行
間
美
佳
、
中
川

賢
一
、
田
口
久
美
子
、
佐
藤
貴
道

　
雨
露
画
題

■
最
優
秀
賞
国
谷
二
渡
辺
　
清
雄

　
『
よ
く
し
の
芽

　
み
ん
な
で
伸
ば
そ
う
育
て
よ
う
』

■
優
秀
賞
至
宝
町
北
鵜
飼
　
イ
ネ

『
か
よ
い
あ
う
　
心
で
ひ
ろ
げ
る

　
ふ
く
し
の
輪
』
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65歳になったとき………

老齢基礎年金

１年金を受けるために必要な期間とは

①　国民年金の保険料を納めた期間

②　国民年金の保険料の免除をうけた期間

③　任意加入できる人が加入しなかった期間など

　（合算対象期間）

④　昭和36年４月以後の厚生年金保険（船員を合む）

　の被保険者期問または共済組合の組合員期間

　これらを合計して、原則として25年以上の期間が

必要です。しかし、加入していても保険料を納めな

かった期間はのぞかれます。

●老齢基礎年金の年金額(平成4年度価格)

年金額＝725,300円（月額60,441円）

●老齢基礎年金の計算式(平成4年度価格)

725,300円×
(保険料納付済月数)十(保険料免除月数)×士

加入可能年数×12

●老齢基礎年金の計算例

■国民年金の加入期間のみの場合

　１．昭和16年４月２日以降生まれで、保険料をすべ

　　て納めた人の年金額………725､300円

　２．昭和９年６月生まれで、加入可能年数（33年）

　　すべて保険料を納めた人の年金額

　　………725､300円

　３．昭和16年４月２日以降生まれで、保険料の納め

　　忘れのある入

20歳 60歳

　　保険料納付　未納　　保険料納付
朧言呂韻胆皿謳攘薗言贈厠言朧謂

年金額は725,300円×
240月＋192月

480月
＝652,800円

広幸匯み

り
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柵老齢基礎年金の繰上げ支給と

　繰下げ支給

♂゛

　心酔

　老齢基礎年金の受給開始年齢は65歳ですが、60歳

以上65歳未満の間に繰上げて、減額された年金を受

けることができます。

　また66歳以後、希望するときに繰下げて、増額さ

れた年金を受けることもできます。

●老齢基礎年金の繰上げ支給による

　　減額率と繰下げによる増額率

　(生涯この率で支給されますのでご注意ください｡)

　　｜　　｜　　｜　　Ｉ　　Ｉ　　Ｉ　　Ｉ　　Ｉ　　Ｉ　　Ｉ　　Ｉ　摯姦　望　61　62　63　64　65　66　67　68　69　7()

　　jlolm　I　　I　　I　　・　　I　　I　　I　　I　　・　　ﾄﾞｰ一一

減
額
率
　
支
給
率

St

l

！

りり
歳

り ｜ り ｋ り り U ｀ t り り り ･ j り ｌ
りり りＪｌｊり

　　ｌ

88

64

43
26

42
％

35 28
20 -

ﾂﾞIJT2j /刊ｙ]T00 浮64回］8E
湧oご］2匹 づ凛緊

ぷI､乙り回

｀゛58゛

　貢

ｌぢｙ 白々副

一縁上げ支超乙一一十　犬繰下げ支給
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　『明日のあなたを考えて…

　年金はあなたが主人公です』

国民年金には全員が加入７

　　　(日本国内に住む20歳以上60歳未満の人)

　自営業の人はもちろん、サラリーマンやその奥さ

んも国民年金の加入者となります。

このようなしくみになっています

厚生
年金

共済
年金

回京畿゛回廊2ll゛

　年　金

回痴尚回丿発U

年　金

言|図示………?jSi回

　年　金

]福庖……｣ 鏡回 丿

年　金゛

ト
自営業者→ ラリーマ ﾝﾊﾞ←71なi-.

※厚生年金、共済年金は上乗せして支給されます。

　平成３年４月１日からは今まで加入するしないは

任意だった学生も、20歳になったらすべて加入しな

ければならなくなりました。

保険料は20歳～60歳に

なるまで納めます(40年間)

　老齢基礎年金を受け

るためには、この間最

低25年以上の保険料を

納めること（保険料免

除期間及びカラ期間を

含む）が必要です。

　40年間納めて満額の

年金額となりますが、

それ以上納めても年金

額は増えません。

………国民年金相談所を)開設し

||lllllllllllllll日聞|田

　みなさんの年金について，次のとおり相談を行い

ますので，お気軽におでかけ下さい．

　なお，保険料の徴収窓口(過年度分)も同時に開

設しますＪ‾･･･････　　　　・　　　．．　　　･
‥･･･‥．　プ　･.　'･･ ･ i･

1＠ﾌ日:?

‥=.

ｼﾞﾉ

t

:

･･時y?ﾂﾞ,i,昿12月俐こ日こ?,･7午前1｡0膝柵午後忿4時゛,:･.,j,･,･=:,:.･.1;

＠会千ﾚ………

=
･1･場..,･………1'･i,li役場'･第i

,SI･=i.･座議室?･一一;,1(i･:2=l階),ﾀﾞﾂﾞil･:1，1r7,1'ﾘﾘ:.'JI

○問合せ先　白=411ﾐr住民課

資格期間及び加入可能年数早見表

生　年　月　日
受給資

格期間

加入可

能年数

大正15年４月２日～昭和２年４月１日 21年 25年

昭和２年４月２日～昭和３年４月１日 22年 26年

昭和３年４月２日～昭和４年４月１日 23年 27年

昭和４年４月２日～昭和５年４月１日 24年 28年

昭和５年４月２日～昭和６年４月１日

25年

29年

昭和６年４月２日～昭和７年４月１日 30年

昭和７年４月２日～昭和８年４月１日 31年

昭和８年４月２日～昭和９年４月１日 3E?年

昭和９年４月２日～昭和10年４月１日 33年

昭和10年４月２日～昭和11年４月１日 34年

昭和11年４月２日～昭和12年４月１日 35年

昭和12年４月２日～昭和13年４月１日 36年

昭和13年４月２日～昭和14年４月１日 37年

昭和14年４月２日～昭和15年４月１日 3日年

昭和15年４月２日～昭和16年４月１日 39年

昭和16年４月２日以後 40年

※受給資格期間とは、老齢基礎年金を受けるための最

　低必要な期間。

保険料が納められない人は

　　り,………か匹
……………

……

　　作表調整や確･Ｓ,こ;ﾌﾞII哨･杯j

　　...S●･･ ･.■■■　　　　　■■■㎜　■　■

゛…………，'^‘‘｣｀‘‘'j゙ '.ま‘ly

y

7゛゛゛~･｀‾‾｀“‘-ヽ--一-゛‾゛⌒‾゛｀･ヽ---､/゛゛/゛゛
/

　免除制度があります。

ご相談ください。免除

の手続きをしておきま

すと、年金を受ける権

利が保障されます。

　ただし、免除を受け

た期間の年金額は、通

常の古となります。
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人権週間
12月４日～10日

中
島
氏
が
人
権
擁
護
委
員
に

　
下
稲
葉
の
中
嶋
文
一
郎
氏
（
６
４
歳
）

が
、
法
務
大
臣
よ
り
1
0
月
１
５
日
付
で

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
わ
た
し
た
ち

の
周
り
に
起
き
て
い
る
家
庭
内
（
結

婚
、
夫
婦
、
親
子
、
離
婚
、
相
続
、

扶
養
な
ど
）
や
隣
り
近
所
の
も
め
ご

と
、
借
地
借
家
の
問
題
な
ど
、
人
間

関
係
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、

中島文一郎氏

人
権
思
想
の
普
及
高
橋
を
図
る
た
め

講
演
会
・
映
両
全
な
ど
の
開
催
や
広

報
車
に
よ
る
巡
回
を
実
施
し
て
啓
発

に
努
め
、
明
る
い
社
会
づ
く
り
に
大

き
工
員
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
町
に
は
現
在
、
新
し
く
人
権
擁

護
委
員
に
な
ら
れ
た
中
島
氏
の
ほ
か
、

４
名
の
方
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
む
ず
か
し
い
千

続
き
も
い
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
相
談

の
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

人
権
相
談
（
毎
月
３
回
）

人
権
擁
護
委
員

田
辺
　
武
（
舟
　
町
）
怒
四
〇
L
n

L
QZ

橋
本
　
茂
（
六
美
北
）
｀
芯
一
〇
４
７
２

柴
原
林
蔵
（
城
　
内
）
’
‘
顛
７
４
″
Ｄ
５

松
野
　
幹
（
安
塚
二
戸
作
ｏ
ｏ
［
ａ
（
り

中
嶋
文
一
郎
（
原
理
）
四
鯖
［
ａ
８
０
８

同
和
問
題
講
演
会
を
開
催

　
県
で
は
、
１
２
月
４
口
か
ら
１
０
口
ま

で
の
「
人
権
週
間
」
を
「
同
和
対
策

推
進
県
民
運
動
強
調
週
間
」
と
定
め
、

各
種
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
同
和
問
題
に
っ

い
て
の
ぶ
し
い
理
解
と
認
識
を
深
め

る
た
め
、
同
和
問
題
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

◇
日
時
　
１
２
月
３
日
采
）

　
　
　
　
午
後
１
時
～
３
時
３
０
分

◇
会
場
　
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

◇
内
容

ヽ -

Ｏ
同
和
問
題
啓
発
ポ
ス
タ
ー
図
案
入

　
賞
者
表
彰

Ｏ
同
和
対
策
推
進
県
民
運
動
強
調
月

　
間
人
権
に
関
す
る
作
文
入
賞
者
表

　
彰
及
び
作
品
発
表

Ｏ
講
演
会

　
演
題
　
「
目
の
高
さ
で
考
え
る
」

　
講
師
　
映
画
監
督
　
小
栗
康
平
氏

◇
入
場
料
　
無
料

◇
問
合
せ
先

　
栃
木
県
県
民
生
活
部
同
和
対
策
課

　
四
〇
２
８
６
（
２
３
）
３
０
２
６
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〈
農
業
者
年
金
の
特
色
〉

　
前
回
、
農
業
者
年
金
の
特
色
と
し

て
二
つ
〒
、
経
営
移
譲
年
金
、
２
、
経

営
移
譲
年
金
へ
の
国
庫
助
成
）
に
つ

い
て
上
げ
ま
し
た
が
、
そ
の
ほ
か
次

の
よ
う
な
特
色
が
あ
り
ま
す
。

３
、
年
金
額
は
、
物
価
の
Ｌ

　
昇
、
所
得
の
上
昇
に
と
も

　
な
い
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
民
間
の
個
人
年

　
金
は
、
こ
う
し
た
措
置
が
取

ら
れ
な
い
の
で
物
価
が
ト

昇
し
て
も
年
金
額
は
そ
の

ま
ま
で
す
が
、
農
業
者
年

金
は
、
1
0
年
後
の
物
価
が

今
の
２
倍
に
な
れ
ば
、
年

金
額
も
２
倍
に
な
り
目
減

り
し
ま
せ
ん
。

４
、
年
金
額
は
、
保
険
料
を
納
め
た

　
期
間
の
長
さ
（
月
数
）
で
決
ま
り

　
ま
す
。
で
す
か
ら
、
加
入
期
間
が

　
長
い
ほ
ど
年
金
額
は
多
く
な
り
ま

　
す
。
ま
た
、
早
く
加
入
す
る
ほ
ど

　
有
利
で
、
３
５
歳
ま
で
は
通
常
保
険

　
料
の
３
割
引
き
の
安
い
保
険
料
と

　
な
っ
て
い
ま
す

-

総
額
１
、
４
９
６
万
円
で
す
が
、
受

取
年
金
総
額
は
７
、
３
７
７
万
円

に
も
な
り
ま
す
。

　
年
の
加
入
期
間
に
合
め
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。
途
中
で
会
社
勤
め
を

　
す
る
か
も
し
れ
な
い
と
た
め
ら
っ

　
て
い
る
方
は
、
先
に
農
業
者
年
金

　
に
加
入
す
れ
ば
安
心
で
す
。

　
－
－
こ
の
よ
う
に
、
農
業
者
年
金

制
度
は
ほ
か
の
公
的
年
金
に
は
な
い

魅
力
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
こ
の
よ

う
な
農
業
者
年
金
に
加
入
す
る
資
格

を
も
ち
な
が
ら
、
ま
だ
加
入
手
続
き

　
　
　
を
と
ら
な
い
方
が
い
ま
す
。

　
　
　
　
現
在
若
い
農
業
後
継
者
の

方
々
も
、
い
ず
れ
は
必
ず
老

後
を
迎
え
る
わ
け
で
す
が
、

年
金
を
必
要
と
す
る
年
に
な

っ
て
か
ら
で
は
遅
い
の
で
す
。

自
分
自
身
の
手
で
老
後
の
生

活
を
守
り
、
ま
た
、
親
の
世

代
を
支
え
る
た
め
に
も
、
早

め
に
農
業
者
年
金
へ
加
入
さ

れ
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

５
、
農
業
を
し
な
が
ら
途
中
で
会
社
　
　
す

　
勤
め
に
出
て
も
、
年
金
が
も
ら
え

ま
す
。

　
農
業
各
年
令
を
も
ら
う
た
め
に

は
６
０
歳
ま
で
に
２
０
年
の
加
入
期
間

が
必
要
で
す
が
、
い
っ
た
ん
農
業

者
年
金
に
加
入
し
た
後
で
あ
れ
ば
、

農
業
を
し
な
が
ら
会
社
勤
め
を
し

て
い
る
期
間
の
う
ち
５
年
間
を
２
０

　
農
業
者
年
金
制
度
は
、
農
業
者
の

方
だ
け
が
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
唯
一
の
公
的
な
年
金
制
度
で
す
。

本
制
度
を
守
り
育
て
る
た
め
、
農
業

者
年
金
へ
の
加
入
を
さ
ら
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
晨

業
者
の
方
々
の
ご
坪
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

お
済
み
で
し
ょ
う
か
、

　
　
慰
労
晶
の
ご
請
求

　
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、

戦
後
、
旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル

国
の
地
域
に
お
い
て
強
制
抑
留
さ
れ

た
方
、
ま
た
は
、
そ
の
ご
遺
族
に
内

閣
総
理
人
臣
名
の
慰
労
品
（
書
状
・

銀
杯
）
を
噌
］
心
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
う
ち
年

金
恩
給
や
公
務
員
の
共
済
年
金
な
ど

を
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
に
は
、
慰

労
金
（
1
0
万
円
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

請求及びお問い合せ先〒112東京都文京区大塚5 3-13

平和祈念事業特別基金。

o3

二で二

　
請
求
期
限
は

　
平
成
５
年
３
月
３
１
日
ま
で
で
す
。

　
当
基
金
は
、
い
わ
ゆ
る
恩
給
欠
格

者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
及
び
引
揚
者

等
に
対
し
て
慰
籍
事
業
を
行
っ
て
い

る
総
理
府
所
管
の
認
可
法
人
で
す
。

○
請
求
書
類
は
、
県
・
役
場
の
窓
口

　
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。
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食事と健康雅よ
く
体
を
動
か
し

　
食
事
に
ゆ
と
り
を

　
運
動
不
足
は
体
力
を
低
下
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
体
の
成
長
や
健
康
維

持
の
上
か
ら
も
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。

　
運
動
不
足
の
状
態
の
ま
ま
摂
取
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
減
ら
し
て
収
支
バ
ラ
ン

ス
を
と
る
よ
り
、
積
極
的
に
体
を
動

か
し
、
そ
れ
に
見
合
っ
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
摂
取
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
そ
れ
で
は
、
ど
の
程
度
の
運
動
が

適
当
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
人
の
生
活

内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
１
目

２
０
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を
運
動
で
消

費
す
る
こ
と
を
目
安
に
す
る
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

運動とエネルギー消費量

生活活動・運動の区分

寸話話飲まﾂ

時問と工和

竹ま運j

,ギづ

力め'白

与費量

10分 20分 30分 60分

普通の歩行（通勤、買物）

階段の昇り降り

縄とび

エアロビック､ジャズダンス

ゲートボール

キャッチボール

バレーボール

テニス

バドミントン

卓球

ジョギング（160m/分）

水泳（ゆっくり）

50

90

100

180

180

70

120

　90

　80

180

HO

270

150

140

240

130

180

160

360

360

280

540

300

　
自
己
流
の
運
転
を
改
め
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
運
転
マ
ナ
ー
実
技
講
習
会

　
悲
惨
な
交
通
事
故
防
止
と
自
己
流
　
　
■
場
　
　
所
　
壬
生
自
動
車
学
校

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
運
転
を
改
め
基
　
　
■
対
象
者
　
町
内
在
性
叉
は
在
勤

本
を
再
確
認
し
、
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
と
マ
ナ
ー
を
習
慣
づ
け
て
も
ら
う

た
め
、
教
習
車
に
よ
る
運
転
マ
ナ
ー

実
技
講
習
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
運
転
技
術
・
マ
ナ
ー
を

初
心
に
か
え
っ
て
、
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
多
数
の
方
が
受
講
さ
れ
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一

　
の
方

■
対
象
車
種
　
ｏ
大
ｙ
普
通
（
Ａ
Ｔ

・
Ｍ
Ｔ
）
　
ｏ
自
動
二
幅
・
原
付

■
講
習
時
間
　
１
回
（
5
0
分
）

■
費
　
　
用
　
無
　
料
（
町
負
担
）

回
間
合
わ
せ
　
く
わ
し
く
は
、
総
務

誄
消
防
交
通
係
（
�
賠
１
ｎ
乙
Ｑ
り
４
　

内
線
2
0
8
）
　
へ

　
第
1
0
回
栃
木
県
花
と
縁
と
公
園
の

つ
ど
い
　
（
県
及
び
県
民
公
園
福
祉
全

土
催
）
の
記
念
式
典
が
1
0
月
２
４
日
、

県
立
博
物
館
で
行
わ
れ
、
席
上
、
木

町
か
ら
次
の
方
々
が
知
事
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

◇
栃
木
県
み
ど
り
と
公
園
の
愛
護
功

　
労
者
知
事
表
彰

　
　
斉
藤
　
晃
（
落
合
）

　
（
表
彰
理
由
）
平
成
元
年
よ
り
国
谷

第
一
児
童
公
園
の
清
掃
を
毎
週
定
期

的
に
行
い
、
公
園
の
美
化
・
保
今
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
た
。

◇
小
学
生
公
園
絵
画
展
知
事
表
彰

消
防
自
・

を

　
町
で
は
、
平
成
元
年
度
よ
り
町
総

合
振
興
計
画
に
基
づ
き
、
消
防
自
動

車
の
更
新
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
、
第
２
分
団
第
１
部
に
配

車
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
）

長
年
の
美
化
活
動
に
よ
り

表
彰
を
受
け
た
斎
藤
さ
ん

【
佳
作
】

　
倉
井

　
山
口

雅
人
（
藤
井
小
３
年
）

真
美
（
壬
生
束
小
５
年
）
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　赤い羽根共同募金が始まった10月１日、壬生高Ｊ

ＲＯの生徒５人と町社会福祉協議会､町婦人会､石川

町議会議長ら20人が壬生駅前で街頭募金をしました。

　町内の68単位老人クラフ員約700人が参加して10

月８日、町総合運動場で開催｡｢けつあつ測定｣や｢新

婚旅行｣などの競技にハッスルフレーしていました。

ｒ

・

‐

・

・

・

‐

１

７

‐

ｌ

・

ａ

こ

・

｀

ふ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

・

・

ｒ

・

ｌ

‐

２

・

・

｀

・

・

・

Ｉ

こ

・

・

Ｉ

・

・

・

・

ｉ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ｌ

　町ソフトボール協会（塩沢　弘協会長）の創立10

同年記念の12時間ソフトポール大会が10月10日、町

総合運動場で行われ、町内32チームが熱戦を展開。

先攻のゆうがおチームガ126対120で辛勝しました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～

づま▽な

11/.yす………,ゴ

;11.11　0り"1･･ -

つ
　
い

い
き

を配．･テ

シ板
を

班
長

て
い

　第23回歩け歩け大会が10月10日、総合運動場を発

着点として行われ、朝のすがすがしい田園コース4

Kmを約150人がウオーキンブしました。

　最高齢参加者の

竹沢幸一さん群

進



い応丿場
　
寛
大
さ
ん
の
お
宅
は
、
去
年
９
月

に
内
孫
が
結
婚
さ
れ
、
三
夫
婦
が
そ

ろ
っ
て
い
る
町
内
で
も
数
少
な
い
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

一 -

庭
で
す
。
子
ど
も
だ
ち
か
ら
い
い
お

じ
い
ち
ゃ
ん
と
言
わ
れ
る
の
で
長
生

さ
し
て
よ
か
っ
た
と
い
う
寛
太
さ
ん

あ達者
ｶｯﾌj

ﾑ]ｻｹ

⑩羽生田中夫

　ａ　寛太さん(78)　保原ミョさん(76)夫妻

学校２年

　敏和

y

……

T≒……

，

jii

春
ス
ケ
ッ
チ
⑩

　　コミュニケーションを大切に

　　　　稲葉下馬木小久保美智子さん

　会社では、銀行業務のプログラムの開発を担当

　「コミュニケーションを大切にしています」とい

う美智子さん。

　球技が得意な彼女は、プロ野球の巨人ファン。

　特に、「石毛選手の度胸のよさが好き」だそう

で、今度は、テニスにチャレンジしてみたいと話

す明るく活動的なお嬢さんです。

羽田小学校２年

篠原　則幸

脆
⑨
⑩
言



ふれあ
優勝･準優勝に輝いた壬生町チ

で
す
が
、
ひ
い
孫
（
内
孫
の
子
）
の

顔
を
見
る
ま
で
は
生
き
た
い
と
も
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
今
ま
で
に
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
中
で
一
番
苫
労
し
た
こ
と

は
戦
地
に
行
っ
た
こ
と
で
、
ま
た
、

一
番
う
れ
し
か
っ
た
の
は
金
鵜
勲
章

　
（
勲
８
等
功
７
等
）
を
い
た
だ
い
た

こ
と
だ
と
い
い
ま
す
。

　
昭
和
１
２
年
８
月
に
召
集
を
受
け
た

寛
大
さ
ん
は
、
宇
都
官
５
９
連
隊
第
９

中
隊
と
し
て
北
支
事
変
に
従
軍
。
未

定
川
や
大
冊
川
、
大
名
城
の
戦
い
な

ど
で
は
、
多
く
の
戦
友
を
失
う
激
戦

を
体
験
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
手

の
ひ
ら
を
銃
撃
さ
れ
て
帰
還
し
ま
し

た
が
、
負
傷
し
た
の
で
帰
っ
て
こ
ら

れ
た
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
奥
さ
ん
の
ミ
ヨ
さ
ん
は
、
助
谷
の

東
川
家
（
７
人
兄
弟
の
３
女
）
に
生

ま
れ
、
2
1
歳
の
時
に
結
婚
、
今
年
で

５
５
年
目
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、

４
人
の
お
子
さ
ん
を
育
て
ら
れ
、
今

は
家
事
の
手
伝
い
を
す
る
毎
日
と
い

い
ま
す
。

　
ミ
ヨ
さ
ん
は
食
べ
物
の
好
き
嫌
い

が
な
い
そ
う
で
す
が
、
寛
大
さ
ん
は

甘
い
も
の
と
し
ょ
っ
ぱ
い
も
の
が
好

き
で
、
家
族
の
者
に
食
べ
過
ぎ
る
と

言
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

回
’
。

戮
9
‐
一
一
万
皿
回
…
…
…
‘
…
…
。

郭
大
一
Ｊ
゛
一
一
ゝ
一
四
・
・
願
騏

　
壬
生
町
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

第
1
3
回
栃
木
地
区
女
性
ド
ラ
イ
バ
　
　
健
闘
し
ま
し
た
。

Ｉ
安
全
運
転
競
技
大
会
が
１
０
月
５
日

栃
木
市
の
栃
木
県
南
自
動
車
学
校
で

開
か
れ
、
栃
木
市
な
ど
１
市
４
町
か

ら
１
１
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
木
町
か
ら
は
、
町
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
ク
ラ
ブ
（
人
見
イ
ハ
会
長
）
の
２

チ
ー
ム
６
名
が
出
場
、
団
体
の
部
で

！
・
２
位
を
独
占
す
る
な
ど
、
す
ば

ら
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
個
人
成
績
の
上
位
者
は
、

1
0
月
２
５
日
の
県
大
会
に
も
出
場
し
、

　
本
町
の
成
績
は
、
次
の
と
お
り
で

す
。
（
敬
称
略
）

▼
団
体
の
部

　
優
　
勝
　
壬
生
町
Ａ
チ
ー
ム

　
　
大
島
　
丈
　
　
石
村
　
セ
ッ
子

　
　
二
瓶
　
美
恵
子

　
準
優
勝
　
壬
生
町
Ｂ
チ
ー
ム

　
　
寺
崎
　
ミ
チ
子
　
石
沢
　
裕
子

　
　
杉
山
　
幸
子

▼
個
人
の
部

　
第
三
位
　
大
島
　
丈

チピッ子アjl,パム

　前ちべ
影
晃
ち
ゃ
ん
（
３
歳
・
２
男
）

　
　
（
父
）
伏
　
見
　
　
　
忠
さ
ん

　
　
（
母
）
　
　
″
　
美
智
子
さ
ん

あ
岳
さ
ん
か
Ｓ
一
言

（
壬
生
駅
東
町
団
地
）

（２歳・３女）

1･♭月こ値子ちゃん

　（４歳･長女）

朋子ちゃん

（２歳・２女）

や
さ
し
く
て
、
た
く
ま
し
い
男
の
子
に
な
っ
て
ね
。　　（父）岩　田　孝　男さん

　　（母）　zz　　紀　子さん（六美町南一）

あ佞さんかＳ一言

　三姉妹優しく、和を重んじる子に育ってほしい。
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3
0
年
ぶ
り
に
随
神
門
清
掃

雄
琴
神
社
の
表
門
を
半
日
が
か
り

　
舟
町
壮
年
会
（
平
石
勝
男
会
長
、

４
８
入
）
は
１
０
月
匹
一
日
、
地
元
に
あ
る

雄
琴
神
社
誌
神
門
を
３
０
年
ぶ
り
に
清

掃
し
ま
し
た
。

　
誌
神
門
は
、
今
か
ら
約
２
５
０
年

前
の
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
－
一
八

○
一
年
）
に
建
造
さ
れ
た
表
門
で
、

町
指
定
文
化
財
に
な
っ
て
い
ま
す
。

門
の
内
側
に
は
矢
大
神
と
左
大
神
の

像
が
安
置
さ
れ
、
３
０
年
前
に
こ
の
２

舟
町
壮
年
会
の
み
な
さ
ん

体
の
像
を
塗
り
替
え
て
以
来
、
清
掃

さ
れ
ず
に
き
ま
し
た
。

　
参
拝
者
か
ら
随
神
門
が
汚
い
と
の

声
を
聞
い
た
平
石
会
長
さ
ん
た
ち
は
、

毎
月
Ｉ
回
行
っ
て
い
る
神
社
清
掃
の

時
に
随
神
門
の
清
掃
を
行
お
う
と
壮

年
部
の
役
員
会
で
協
議
し
、
黒
川
正

　
第
1
6
回
石
橋
地
区
消
火
競
技
大
会

が
1
0
月
１
日
、
石
橋
町
火
光
寺
公
園

で
開
か
れ
、
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
（
亀

田
愛
子
会
長
）
か
ら
出
場
し
た
３
チ

ー
ム
の
中
で
、
刀
川
キ
ミ
（
指
揮
者
）

・
渡
辺
幸
子
（
消
火
器
）
チ
ー
ム
が

見
事
、
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
こ
の
犬
合
は
、
消
火
技
術
の
向
上

と
万
一
火
災
な
ど
の
発
生
に
際
し
て

自
ら
の
力
で
消
火
に
努
め
、
被
官
を

鍛
少
限
度
に
と
ど
め
る
た
め
に
、
毎

年
行
わ
れ
て
い
。
る
も
の
で
す
。

-

邦
宮
司
と
同
神
社
清
掃
を
し
て
い
る

舟
町
老
入
会
と
も
話
し
合
っ
て
こ
の

日
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
約
４
０
名
の
全
員
は
、
半

日
か
け
て
門
の
火
格
子
を
は
ず
し
て

２
つ
の
像
を
表
に
出
し
、
隅
ず
み
ま

で
て
い
ね
い
に
清
掃
を
行
っ
た
ほ
か
、

門
の
近
く
の
御
神
木
の
周
り
も
き
れ

い
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
壮
年
金
は
、
来
春
、
あ

じ
さ
い
を
参
道
に
、
桜
の
苗
を
境
内

に
植
え
よ
う
と
企
画
し
て
い
ま
す
。

　
』
責
薗
蜃
案
頭
票
画
商
－

〔
ぺ
‥
Ｆ
・
Ｃ
デ
ペ
。
ツ
劃
恥
〕

優勝のＦ・Ｃデペツツ

　
第
８
回
千
生
町
ナ
イ
タ
ー
サ
ッ
カ

ー
大
全
が
1
0
月
１
日
か
ら
１
５
日
ま
で

の
８
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
町

内
外
か
ら
参
加
し
た
２
５
チ
ー
ム
が
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
試
合
結
果

優
　
勝
　
　
Ｆ
・
Ｃ
デ
ペ
ッ
ツ

準
優
勝
　
　
日
立
栃
エ
レ

第
三
位
　
　
壬
生
Ｆ
Ｃ

　
個
入
賞

得
点
王
〈
６
点
〉
田
浦
　
太

　
　
　
　
　
　
　
　
（
日
立
栃
エ
レ
）

　
　
　
　
　
生
花
教
室
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
＝
・
　
＝

　
町
は
ｆ
寡
婦
福
祉
会
（
吉
田
サ
ク

江
会
長
）
で
は
、
毎
月
第
１
・
３
土

曜
日
、
東
雲
荘
に
お
い
て
、
生
花
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
教
室
は
、
全
員
相
互
の
親
睦

と
自
ｄ
資
質
の
錬
磨
及
び
向
上
を
図

ろ
う
と
、
９
月
か
ら
講
師
に
人
見
イ

ハ
先
生
を
招
き
行
っ
て
い
る
も
の
で

す
。

　
会
員
で
参
加
希
望
の
方
は
、
会
長

又
は
事
務
局
（
町
福
祉
課
四
８
２
‐
１
２

３
４
）
　
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
｝

開
く
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友
情
を
深
め
愛
郷
心
を
養
う

青
少
年
健
全
育
成
剣
道
錬
成
大
会
行
わ
れ
る

　
壬
生
少
年
剣
道
教
室
育
成
会
（
鰹

沼
洋
樹
会
長
）
主
催
の
第
２
２
回
青
少

年
健
全
育
成
剣
道
錬
成
大
会
が
１
０
月

1
8
日
、
嘉
陽
が
丘
ふ
れ
あ
い
広
場
体

育
館
で
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
約
２

３
０
人
の
少
年
剣
士
が
参
加
、
白
熱

し
た
好
試
合
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
昭
和
４
６
年
に
精
忠

神
社
奉
納
武
道
大
会
と
し
て
始
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
剣
を
通
し
て
友
情
を

深
め
合
う
と
と
も
に
郷
ｈ
の
歴
史
を

勉
強
し
愛
郷
心
を
養
お
う
と
、
現
大

合
名
に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。
開
会
式

で
は
、
三
上
義
市
師
範
（
壬
生
剣
）

が
、
壬
生
の
歴
史
を
話
し
た
ほ
か
、

他
の
模
範
と
な
る
良
い
行
い
を
し
た

黒
子
単
性
君
（
壬
生
剣
）
に
徳
行
賞

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

創
立
1
5
周
年
を
祝
う

壬
生
町
消
費
者
友
の
会

　
壬
生
町
消
費
者
友
の
会
（
菱
田
素

子
会
長
）
で
は
1
0
月
２
４
日
、
壬
生
中

央
公
民
館
に
お
い
て
、
創
立
１
５
周
年

記
念
式
典
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
友
の
会
は
、
賢
い
消
費
者
を
目

ざ
し
、
昭
和
５
３
年
６
月
に
会
員
８
９
名

で
発
足
。
以
来
、
賢
い
消
費
者
づ
く

り
と
し
て
の
研
修
と
啓
蒙
に
努
め
、

現
在
、
１
４
０
名
の
全
員
を
中
心
に

環
境
汚
染
防
止
に
と
牛
乳
パ
ッ
ク
や

空
缶
回
収
、
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
の
運

動
を
積
極
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
式
典
は
、
町
民
の
歌
の
斉
唱
に
始

ま
り
、
菱
田
会
長
の
あ
い
さ
つ
、
図

会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
々
へ
の

感
謝
状
の
贈
服
、
清
水
町
長
を
初
め

と
す
る
来
賓
の
祝
辞
と
続
き
、
式
典

を
終
了
し
ま
し
た
。

　
式
典
終
ｒ
後
、
全
員
製
作
の
リ
フ

ォ
ー
ム
作
品
の
発
表
会
を
行
い
、
す

ば
ら
し
い
出
来
ば
え
に
多
数
の
方
が

感
嘆
し
て
い
ま
し
た
。

　
午
後
は
、
大
奥
女
子
大
学
教
授
、

金
井
肇
先
生
に
よ
る
「
消
費
者
教
育

と
金
銭
教
育
」
に
つ
い
て
の
記
念
講

演
が
あ
り
、
参
加
者
た
ち
は
熱
心
に

メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

ご
寄
付

社
仝
福
祉
協
議
会
寄
付
者

μ

金
３
万
２
千
１
３
０
円
（
３
回

　
　
　
　
　
　
壬
生
町
文
化
協
今
様

金
１
千
円
（
３
回
）
刻
字
彫
一
同
様

金
３
千
円
（
３
回
）
日
光
彫
一
同
様

金
３
千
円
（
５
回
）

　
　
　
　
　
　
陶
芸
ク
ラ
ブ
ー
同
様

金
１
万
円
（
４
回
壬
生
町
婦
人
会
・

　
壬
生
地
区
配
食
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー

　
プ
様

金
大
力
円
（
３
回
）

　
　
　
　
ト
ー
タ
ル
ア
ー
チ
ス
ト
様

金
３
千
円
　
　
　
　
㈱
斎
藤
食
品
様

金
３
千
円
（
５
回
）

　
　
　
壬
生
町
母
子
寡
婦
福
祉
今
様

金
５
千
円
（
２
回
）

　
　
　
　
両
毛
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱
様

金
５
千
５
０
０
円
墨
絵
教
室
一
同
様

金
３
万
円
（
８
回
）

　
　
壬
生
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
今
様

金
３
千
８
５
０
円
　
健
康
よ
く
し
ま

　
つ
リ
刃
物
研
き
協
力
者
二
同
様

金
１
万
円
（
４
回
）
南
犬
飼
地
区
配

　
食
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
様

金
１
万
円
（
８
回
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
グ
ル
ー
プ
虹
の
合
縁

金
３
千
４
８
５
円
（
２
０
回

　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
寅
八
縁

者
万
９
千
４
６
５
円
（
４
回
）

　
　
　
　
　
　
　
㈲
ア
ッ
プ
ル
様

金
３
千
４
３
０
円
　
戸
崎
　
康
昭
様
　
　
金
３
千
４
８
８
円
（
３
回
）

金
５
千
円
（
２
回
）
須
藤
・
館
野
様

壬
生
町
民
生
委
員
協
議
会
様

短

　
文
化
協
会
文
芸
部
選

歌
　
（
文
化
祭
高
占
歌
）

　
　
　
　
　
和
久
井
　
香

ご
っ
ご
っ
の
百
姓
の
手
を
洗
ひ
け
り

明
日
は
街
に
出
て
人
と
仝
ふ
べ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
吝
一

亡
き
父
が
天
秤
棒
に
と
植
え
た
る
木

薪
に
も
な
れ
ず
も
て
あ
ま
し
ゐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
川
　
和
子

早
苗
植
え
草
花
植
え
て
心
満
つ

大
地
を
わ
れ
の
キ
ャ
ン
バ
ス
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
　
良
次

幼
児
を
さ
と
す
が
如
く
母
を
看
る

や
っ
れ
し
妻
の
姿
い
と
は
し

俳
　
句
　
（
文
化
祭
高
占
句
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
木
八
束
子

運
動
会
こ
ろ
び
て
拍
子
も
ら
ひ
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
沢
　
克
明

皿
を
出
て
七
晩
秋
の
色
と
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
林
　
文
志

太
兪
や
無
口
の
人
が
話
し
だ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
茂
弥

鐘
楼
の
蔓
の
反
り
や
い
わ
し
雲
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ご
利
用
く
だ
さ
い
卿
の
福
祉
事
業

ね
た
き
り
老
人
・
へ
紙
お
む
・
つ
給
付

．
町
内
に
住
む
満
6
5
収
以
上
の
方
で

６
か
月
賦
Ｅ
ね
た
き
り
の
状
肺
に
あ

Ｊ
る
か
、
ま
た
は
痴
呆
の
た
め
常
時
紙

『
心
　
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方
を
対
象

報
’

広
‘
に
、
Ｉ
か
月
に
っ
き
Ｉ
入
7
0
校
を
給

一
付
し
て
い
ま
す
兄
だ
し
「
施
没
入

所
者
及
び
病
院
入
院
の
方
は
除
／
こ
。

　
重
度
心
身
障
害
者

　
　
タ
ク
ー
シ
ー
料
金
助
成

　
電
車
、
バ
ス
等
の
交
通
機
関
を
利

‘
用
す
る
こ
と
が
困
難
な
重
度
心
身
障

丿
害
澗
に
対
し
、
通
院
な
ど
の
た
め
に

ｈ
”
一
”
”
1

‐
|
l
i

‐
s
Ｉ

タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
場
冷
に
、
そ

の
料
金
の
一
部
を
町
が
助
成
し
て
い

ま
す
。

　
対
象
尹
『
町
内
に
住
む
身
体
障

害
者
手
帳
を
受
け
て
い
る
１
級
ま
た

は
２
縁
談
当
老
‥
。
児
童
相
談
所
で
療

育
手
帳
を
受
・
け
て
い
て
ぶ
・
心
と
判

定
さ
れ
た
方
。

･ I ● - I . | ・ ｀ . ’ ･ | ･ ｀ . J U I 1 ● . ･ | | . . ･ ･ I ･ ・

　
助
成
額
は
、
来
車
１
回
に
つ
き
中
一

Ｅ
ぶ
・
ク
シ
ふ
采
料
金
・
相
当
恕
。
肋
］

直
参
は
、
―
入
１
か
Ｍ
に
つ
き
４
枚

給
付
し
て
い
ま
す
。

☆
く
わ
し
い
こ
と
は
、
役
場
福
祉
課

　
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

Ｊ
Ｌ
ｃ
会
員
募
集
中
ｒ
・

　
い
っ
し
ょ
に
活
動
し
ま
せ
ん
か

　
ン
ご
Ｉ
ア
リ
ー
ダ
ー
ス
ク
ラ
ブ
（
Ｊ
　
　
し
て
い
ま
す
。
ま
か
穴
　
ふ
る
さ
と
ま

Ｌ
Ｃ
）
は
よ
ラ
ン
テ
イ
ア
活
動
を
通
　
　
つ
り
に
参
加
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル

し
て
お
互
い
の
社
会
参
加
意
諏
を
高
　
　
ト
な
ど
の
模
擬
店
を
出
す
と
ぃ
っ
た

め
て
ぃ
く
高
校
生
の
ダ
ル
ー
プ
で
す
〃
　
Ｇ
Ｉ
・
も
Ｉ
－
ぷ
ご
ま
一
一

　
私
た
ち
賤
町
の
服
薬
や
7
.
流
会
　
　
　
千
生
町
Ｔ
Ｊ
Ｌ
Ｃ
は
ｙ
ｔ
ビ
も
が
好

訟
宍
古
ぃ
万
ぃ

し
　
付
特
レ
い
に
言
言

特
に
、
キ
ャ
ン
ブ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
　
　
犬
ご
運
絡
く
だ
さ
い
。

ョ
ン
な
ダ
ゐ
野
外
活
動
や
宿
泊
研
修
　
　
＠
対
　
象
　
高
校
Ｉ
Ｉ
２
年
生
の

で
は
、
子
ド
ー
も
た
ち
と
ぃ
っ
し
Ｊ
に
　
　
　
　
　
　
　
健
康
な
男
女

遊
ん
だ
り
、
と
き
に
ば
良
き
お
兄
さ
　
　
○
連
絡
先
　
町
社
会
教
台
誄

ん
、
お
姉
さ
ん
と
し
て
生
活
指
導
も
　
　
　
　
　
　
　
　
６
額
０
９
り
Ｊ
４
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

中央公民館駐車場を

２か所増設しました

着金育成
jﾚﾚﾚj]強調月ﾉ間,vj………，

1月
１

浪士腰聊回
GI=,jjj=j廸城殷糾員比ての=フぃ1

5J;5j==Fj剤4=の9j自=1覚宍と餅を育jてよ……う

!･ぶ:ﾄﾞ･ﾌｰ:‥‥-:-'－'-:　…………………;‥‥‥　　　‥‥‥‥‥‥‥‥

車
で
ご
利
用
の

　
　
み
な
さ
ん
へ

　
町
で
は
、
モ
生
中
火
公
民
昿
を
利

川
さ
れ
る
方
の
便
宜
を
図
る
た
め
、

．
「
‐
1

‐
1
牛
中
火
公
民
館
の
南
側
と
精
忠
神

社
北
側
の
２
か
所
に
駐
車
場
を
増
設

し
ま
し
た
．

　
エ
牛
中
央
公
民
館
、
国
政
鯛
．
歴

史
民
俗
資
料
館
及
び
城
址
公
園
へ
車

で
お
こ
し
に
な
る
方
は
、
必
ず
ト
図

の
駐
中
堀
を
利
用
さ
れ
る
よ
う
お
願

JV

浅

-＝...
- - ㎜ = ■

レ
1
2
月
の
納
税
等

●　●　●　ｉ
国都固J･

長南定；

資
産
税
　
　
　
（
３
期
）

計
画
税
　
　
　
（
３
期
）

健
康
保
険
税
（
６
期
）

一
国
民
年
金
　
　
　
　
（
９
期
）

　
　
　
　
（
納
期
限
ｌ
‥
‥
一
月
2
5
［
言

　
納
期
限
間
際
に
は
、
納
付
窓

　
口
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。

　
旱
め
に
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

ｿﾞ……まもめうllごき

…………　il肘日現在

で総人ロレ侃眼人囚0）

J　19扉人（嶋

フ女）0,250人個0）

ﾃﾞ世帯撒ブ!:1凋世帯囚）

…………（）内は前月1ﾋ
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